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Quaternary  Deposits  at  Hanayashiki  Lowland  (Kawanishi  City)  in  the  North-

ernmost  Osaka  Plain.  Hiroshi  sato1'*,  Kumiko  Hand  a", Shigehiro  Katoh",

Kazumi  Maekawa3),  Akira  Takahashi2'*,  Mitsumasa  hashimoto2',  Yoshihisa

Sawada2) ＼ Tsuyoshi  Yagi2),  Akinori  nakanishi2'*,  Eiji  matsum0t04),  Hiroshi

furutani0*,  Fumio  kobayashi"*

A  large-sized section of fossil wood  (approximately  9m  long- and 80cm  in diameter)  was  exca-

vated at the Kawanishi  Site, a construction site of a  residence located at latitude 34° 49' 30" N

and  longitude 135° 24' 51" E. It was  identified as Quercus  subgen. Cyclobalanopsis  by wood  anat-

omy  and  dated  as 2,190 ±70 yrs BP  by  the radiocarbon  dating.

Field observations and  analyses of sediments were carried out in order to clarify chronological

sequence and  paleoenvironmental  changes  at this site. Sediment  samples  were  collected at three

sections for analyses of tephra, sulfur content, and  fossils such as diatoms, pollen, macroplants,

wood  and  insects.

The  sediments  were  divided lithostratigraphically into five units, I  , II , III, IV  and  V,  in

ascending order. On  the basis of the  intercalation of  tephra  layer  probably  correlative with

Handa  volcanic ash (about  0.3Ma), unit I is considered to be the stratigraphic equivalent of the

MalO  horizon of the Osaka  Group.  From  the radiocarbon  date of the fossil wood  and  local pollen

assemblages, units II, IH, IV and  V  are considered to be Holocene  deposits. This result indicates

a lengthy hiatus between  units I and  II.

From  the diatom  and  sulfur analyses, the sediments of unit I are  inferred to be lagoonal and

those of units n, III and  IV to be fluvial.

Three  local pollen assemblage  zones KW-  I , KW-II  and  KW-HI,  were  distinguished on the basis

of the occurrence of dominant  arboreal pollen. Each  zone stratigraphically corresponds  to units

I , II, and  III and  IV, respectively. The  paleovegetation for each zone was  reconstructed from  the

results of analyses of pollen, plant macrofossils and  fossil woods:  KW-  I , temperate  coniferous

forest mainly  consisting of Cryptomeria  japonica; KW-II,  cool-temperate deciduous broad-leaved

forest; KW-IH,  warm-temperate  evergreen forest mainly  of Quercus  gilva.

Many  fossil insects were  recovered from  the sediments  of KW-  III. Judging  from  the present

habitat of these insects, the occurrence of these fossil insects suggests that units IH and  IV were

deposited under  open-space environments  where  the grassland and  the riverine forest dominate.
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は じ め に

大阪平野には未固結の砂礫・粘土層で構成される大阪

層群と呼ばれる地層が分布し, 沖積低地周辺の丘陵を形

成している. 大阪層群は日本を代表する鮮新~更新統の

ひとつであり, それに挟在する十数枚の海成粘土層や数

十枚のテフラを鍵層として, 対比と編年がほぼ確立され

ている( 市原, 1993). しかも, 大阪層群からは, 珪藻

や花粉などの微化石や大型動・植物化石が豊富に産出す

る. このため大阪平野は, 第四紀における古環境の変遷

史を解明する絶好の調査地域となっている.

しかしながら, 武庫川以東の大阪平野北部においては,

大阪層群の標準層序の模式地となっている千里山丘陵や

その周辺地域を除くと, 大阪層群の層序と対比, 第四紀

の古環境に関する知見は必ずしも多いとはいえない. 本

地域は大阪平野と北摂山地を境する有馬一高槻構造線の

近傍に位置し, 大阪平野の形成と構造運動との関係を探

るうえでも重要な地域と考えられる.

ところで, この度, 本地域に位置する川西市花屋敷の

マンション建設現場において, 全長9m ほどの木材化石

が出土した. この建設現場は北緯34 ° 4y 30″ , 東経

135° 24' 51″ , 阪急電鉄宝塚線川西能勢囗駅の西北西

350m に位置し, その標高は約28m である(Fig.l,  a).

基礎工事の際に出現した地表下9m までの露頭( 以下,

川西サイトと呼ぶ) の現地調査や, 出土した木材化石の

14C年代測定・テフラ分析・産出化石から, 本地点では

大阪層群上部層が沖積層に直接, 不整合に覆われている

ことが判明した. 本稿ではこれらの詳細を報告するとと

もに, 堆積物の年代や対比, 堆積環境や古植生について

考察する.

なお, 本研究は,兵庫県立人と自然の博物館における

共同研究「兵庫県下における第四紀後期の自然環境変遷

史」(研究代表者: 小林文夫) の中で, 専門分野の異な

る研究者が集まって行われたものである. この露頭は工

事終了とともに消失したが, 出土した木材化石は,切断・

加工した後に, 一部を博物館に保管してある.

川 西 サ イ ト の 概 況

1. 川西サイト周辺の地形・地質

川西サイトは猪名川右岸の沖積層からなる最低位段丘

面上の, 段丘面を覆う沖積錐末端付近に位置する(Fig.

1, b). その西方および南西には, 最終間氷期以降に形

成された中位・低位の段丘面( 伊丹段丘面, Huzita

and Maeda, 1971) が分布する(Fig.l, b). これらの

段丘構成層の下位には, 伊丹粘土層と川西粘土層の少な

くとも2 層の海成粘土層の存在が知られ(Huzita and

Maeda,  1971), 伊丹粘土層は大阪平野地下のMal2 海

成粘土層に対比されている( 古谷, 1978). 川西サイト

北方の猪名川に沿う丘陵土には, 基盤の先白亜系( 丹波

層群) を不整合に覆って,Ma ↓海成粘土層やピンク火

山灰層を挟む大阪層群下部層が分布する(Fig.2).

川西サイトの200m 南方地点から西方にかけては, 南

北両端を東北東一南南西走行の活断層に挟まれた構造性

の凹地帯である花屋敷低地帯( 寒川, 1978) が発達する

(Fig.l, b). 川西サイトの東方, 猪名川左岸には, 丹波

層群からなる北摂山地, 大阪層群からなる丘陵, および

散在する高位段丘面とを境する五月丘断層( 寒川,

1978) がほぼ東西に延びる(Fig.l, b). これらの花屋

敷低地帯や五月丘断層は, 北摂山地と大阪平野北部とを

限る有馬一高槻構造線(Fig.2) の一部をなす. 一方,

川西サイトの西方や北方では段丘面を変位させる活断層

は認められない. したがって, 本地点は有馬一高槻構造

線北方の隆起側に位置するとみられる.

Fig.l. Locality  of  the  Kawanishi  Site  (a)  and  topo-

graphic  subdivision  around  the  site (b).

After  the  1:25,000 topographic  map  "Itami"  published  by

the Geographical  Survey  Institute.

l:Mountains  and  hills, 2:Highest  terrace surface,  3:Higher

terrace  surface, 4:Middle  terrace surface,  5:Lower  terrace

surface, 6:Lowest  terrace surface, 7:Flood  plain, 8:Alluvial

cone,  9:Active  fault, 10:Present  river channel.



Fig.2. Geological  features around  the Kawanishi  Site.

1: Recent alluvial deposits,  2:  Lower  terrace  deposits,

3:Middle terrace deposits,  4-.Higher  terrace  deposits,

5:Uppermost  part  of  the Osaka  Group  (younger  than

Ma6  marine  bed),  6:Upper  part  of  the Osaka  Group,

7:Lower  part of the Osaka  Group), 8:Paleogene  sedimen-

tary rocks  (Kobe  Group),  9:Late  Cretaceous  Granitic

rocks, 10:Early to Late Cretaceous Acidic rocks  (Arima

Group),  11:Carboniferous to Jurassic sedimentary  rocks

(Tamba  Group),  12:Fault. Ar:Arima-Takatsuki  Tectonic

Line, Ta:Tada,  Tk:Takarazuka,  Ik: Iked a, It:Itami. (De-

picted and  modified  from  Ichihara et al. (1991).)

2. 層序・層相

川西 サイトの露 頭の5 断面について柱状図(Fig.3,

A~E) を作成し, 各地層の分布 高度, 側方への連続性

および層相変化を確認して総合柱状図(Fig.3,  F) に

まとめた. 堆積物のうち地表下0.50m までは盛り 凵叫で,

それ以深が自然堆積層である. この|:・yl然堆積層はそのこ岩

相に基づき, 下位より1~V の5 層に区分される.

1)I 層

I 層 は固結度の進んだ青灰色粘土川で, 地 表下7.10m

以深にほぼ水平に堆積する. 本層中には木片が散在する.

E 地点(Fig.3) でぱ青灰色粘上層が約2m の厚さで露出

し, その上限から約1m 下位に, ∩色紆|粒軽石川( 酸人

層厚10cm) がパッチ状に挟まれる.

2)II 層

H 層は地表下7.10m~6.10m に分布する シル 囗叫と砂

層の互層である.D 地点(Fig.3) で は, 本則はド位よ

り, 暗緑灰色粗粒砂層( 層厚20cm十), 褐色泥炭質シル

凵叫(川厚15cm), if)火色中粒砂屑( 屑厚30cm), 緑灰色

シルト川( 肘厚35 cm)の4つの単.屑から構成される.

3) Ⅲ川

Ⅲ層は, 趁衣ド6.10m~3.40m に分布する, 砂層やシ

ルト~粘土川をレンズ状に挟む砂礫屑である. 木層は,

B 地点(Fig.3) では下位より, 暗灰色砂礫層( 層厚20

c[0, 弱いラミナが発達する褐色泥炭質粘土層( 層厚

40 cm匸), 暗灰色粧~中粒砂.則( 層厚10cm), 暗灰色砂礫

川( 川厚70cm十) の4 つの単層から,C 地点(Fig.3)

ではド位より, 暗灰色砂礫屆( 層厚150cra),暗灰色~暗

褐色中粒砂削( 利厚100cm), 暗灰色砂礫層( 層厚20cm十)

の3 つの開白から, それぞれ構成される.

山地点における下:部の砂礫屑は, 中~大礫を主体とす

る分級良好な円礫層で, 側方へよく連続し, 層相の変化

も少ない. 本屈の最卜部には木片が含まれる. 上部の砂

礫川は, 小~中礫を 五体とし厂人礫を小量混じえる分級

不良の砂礫削で, 木材化石を多産する. 木砂礫層は, 側

方での川厚変化が人きい.

4)IV 層

IV川は地!表下3.40m~0.95m に分布する. 本層は, 下

位より順にラミナの明瞭な暗占灰色シルト~粘土層( 層

厚50 cm),暗尚灰色細|粒~中粒砂屑( 刔 厚5 cm), 暗灰色

シルト胙口川 厚165 cm), 角礫混じりの黄褐色粗粒砂層

(J州厚20 cm)および暗いアズ牛色の細礫混じりシルト層

(川厚5 era)の5つの単削から構成される. 最下位のシル

ト~粘上削中には葉片や木片が多昂:に含まれる.

Fig.3. Columnar  sections at the Kawanishi  Site.



5)V 層

V 層 は 地 表 下O 。95m~O 。50m に 分 布 す る, 巾~ 人 礫 を

主 体 と し た 分 級 不 良 の 砂 礫 層( 回 厚45cra) で, 基 質 は 中

粒 砂~ 粘 土 で あ る 。 本 層 は 側 方 で シ ル ト 屈 を 挟 み, さ ら

に 側 方 で は シ ル ト 層 が 卓 越 す る よ う に な る 。

3. 分 析 用 試 料

室 内 分 析 用 試 料 をB,  D,  E 地 点 よ り 採 取 し た 。B 地

点 で は,IV 層 最 下 部 の 暗 青 灰 色 シ ル ト~ 粘 」こ回 中 部G 試

料1, 地 表 下3.15m), Ⅲ 層[ ザ部 の 砂 礫 回 卜 部( 試 料2,

地 表 下3.95m), Ⅲ 駲「扛部 の 褐 色 泥 炭 質 粘 ………|・lJilぐl l l ・I ・;・lll (試

料3, 地 表 下4.40m) よ り,D 地 点 で は,II 屑 最 卜 部 の 緑

灰 色 シ ル ト 層
。L.
・音tS( 試 料4, 地 表 下6.20m) と そ の 下 位

の 褐 色 泥 炭 質 シ ル ト 層 巾 部( 試 料5, 地 表 下6.85m) よ

り,E 地 点 で はI 層 の 青 灰 色 粘 上 回 卜 部( 試 料6, 地 表

下8.10m) よ り, そ れ ぞ れ 採 取 し た 。

堆 積 物 お よ び 産 出 化 石 の 分 析

1. 大 型 木 材 化 石 と そ の14C 年 代 値

B 地 点 か らD 地 点 付 近(Fig 。3) に か け て は, Ⅲ 回 卜 部

の 砂 礫 層「|コに
ご
全 長9m, 最 大 直 径80  cmの 埋 没 樹 幹 が,

横たわった状態で埋没していた(F 紕ず)。この樹幹につ

いて, 名古屋人学年代測定資料研究センターにて, 加速

器質量分析法(AMS 法) による14C年代測定を行った。

その結果, 2,190±70yrs BP (WRI-86,  NUT Λ-2944)

のAMS-MC 年代値が得られた。 ただし,14C の半減期と

して5,570年を川いて算出した。

2. テフラ分析

1厂力法

試料1~6の堆積物について, 粒径1/4~1/16 mm の砂

粒を篩い分け・洗浄し, 実体顕微鏡ドでその鉱物組成,

火山ガラスの有無とその形態を分析し, テフラ起源の堆

積物の混合状況を調べた。試料6については, 堆積物か

ら選別した臼笆細|粒軒石削を分析し友 。また試料3,6 に

ついては, 介まれる火山ガラスの屈折率を測定した。屈

折率は, パレオ・ラボ株式会社により, 温度変化型屈折

率測定装蹴(RIMS  - 86)を用いて, 横山ほか(1986)

の方法に従って測定された。

2) 結果および考察

鉱物組成, 火山ガラスの有無とその形態および火山ガ

ラスの屈折率をTable 1に示す。

試料4,5 にはテフラ起源の自形の亟鉱物結晶や火山ガ

ラスは介まれない。試料1~3には自形を保った斜方輝石

や角閃石の結品などに加え, バブルウォニル型や軽石型

の火山ガラスが多く介まれる。

試料3に介まオ1る火山ガラスの屈折率は双眸忖ミを示し,

レンジが1.501~1.506と1.508~1.513に高頻度の部分が

Fig.4. Photographs  of  the large-scale excavated  fossil

wood. '

upper: at the Kawanishi  Site, lower: at the Museum.

Table 1. Mineral  composition  of the sandy  particles of

the samples  and  the refractive index  of  volcanic glass

shards.

Sandy  particles ranging from  1/16  to 1/4mm  in diame-

ter are analyzed.

ho : hornblende, opx  : orthopyroxene, mg  : magnetite, bi :

biotite, pi  : plagioclase, qt  : quartz, bw  : bubble-wall

glass shards,  pm  : pumiceous  glass  shards,  pb  : pale-

brown  colored glass shards.



Fig.5. Distributions of the refractive index  of  the vol-

canic glass shards.

Table  2. Sulfur  content {%)  in each sample.

認められる(Fig.5). 屈折率が1.508~1.513の火山ガラ

スには, 淡褐色の火山ガラスが少量含まれる. 淡褐色の

火山ガラスが含まれることと, その屈折率がアカホヤテ

フラ(K-Ah, 町田・新井, 1978) の火山ガラスの屈折

率(1.508~1.516, 町田・新井, 1992 ; 1.504~1.514,

野村ほか, 1995) にほぼ一致することから, 試料3の堆

積物には, 少なくともアカホヤテフラを含む2種類以上

のテフラ起源の堆積物が混入していると推定される.

試料6の白色細粒軽石層は斜長石と石英を主体に構成

され, 軽石型火山ガラスを少量含み, 重鉱物は少ない

(Table 1). 重鉱物として角閃石, 黒雲母が含まれる.

火山ガラスの屈折率は1.497~1.502 ( モードは1.499~

1.500) であった(Table 1 およびFig.5). 鉱物組成や火

山ガラスの屈折率が, 大阪層群中の八田火山灰層( 吉川,

1973) のそれ(1.497~1.499, 町田・新井, 1992) にほ

ぼ一致することから, 本軽石層は八田火山灰層に対比さ

れると考えられる.

3. イオウ分析

1) 方法

室温下で乾燥させた試料( 試料1~6) O.lgをイオウ分

析に供した. 分析方法は過酸化水素水処理一比濁法( 佐

藤, 1989) によった.

2) 結果および考察

堆積物中のイオウ含有量は海成( または汽水成) 堆積

物と淡水成( または陸成) 堆積物とを区別するのに有効

である. 堆積物中のイオウ含有量 は百分率で示した

(Table 2).

試料1~5ではイオウ含有量は0.01~0.04%と非常に少

なかった. このことから, 堆積物は淡水成( または陸成)

と考えられる.

試料6ではイオウ含有量は0.30% を示した. 海成堆積

物のイオウ含有量は0.3% 以上を示すとされていること

から( 狛, 1992), 本堆積物は海成と判断される.

4. 珪藻分析

1) 方法

室温下で乾燥させた試料( 試料1~6) 約2g を珪藻分

析に供した. 試料は約10% 過酸化水素水10mlと3N 塩酸2

m1を用いて酸処理した. 酸処理後, ピロリン酸ナトリウ

ム約址と蒸留水を加え, 懸濁粒子を十分に分散させ,

細粒粘土画分をデカンテーションによって除去した. 残

りの画分から粗粒画分を除去した試料懸濁液を珪藻画分

とした. 得られた珪藻画分は蒸留水を加えて100 mlとし,

よく撹拌した後, 0.5mlをピペットで採取してカバーグ

ラス上に塗布した. ホットプレート上(50~60 °C)で乾

燥後, マウントメディア( 和光純薬) で封入して検鏡用

プレパラートとした. これを用い, ランダムに選んだ一

直線視野に出現した珪藻殼を計数すると同時に種の同定

を行い, 堆積物中の珪藻遺骸群集の種組成を明らかにし

た.

珪藻の種同定および生態に関する情報は, 主として

Lowe  (1974), Cleve-Euler  (1951-1955), Van Der

Werff and Huls (1957-1974), Krammer and Lange-

Bertalot (1986, 1991), 日本生態学会環境問題専門委

員会(1975) によった.



Table  3. List  of diatom  taxa with ecological notes.

Halobion  spectrum:  hb  = halophobous, ind ^indifferent, hp  = halophilous, mh  = masohalobous,  X  = unknown,  pH

spectrum: alb = alkalibiontic, alp = alkaliphilous, ind = indifferent, acp  = acidphilous, acb = acidbiontic

Current spectrum: lp = limnophilous, lb = limnobiontic, ind = indifferent,rp = rheophilous, rb = rheobiontic.



Table 3. (continued)



2) 結 果 およ び考察

出現 した珪藻 をTable 3 に, 代 表 的 な 珪 藻 をPlate 1

に 示 した. 試 料4,5 に は 珪 藻殼 が含有 さ れなか っ た.

珪 藻 遺骸 群集 を用 いて堆 積環 境を 明 らかに す るにあ た

り, 出 現 し た珪藻を, 水 域 の塩 分濃 度(Halobion spec-

trum) ・pH(pH spectrum) ・ 流 れ(Current spec-

trum) に 対 する性質 ごとに分 類 し た. す な わち, 塩 分

濃度 につ い て は, 嫌 鹹 性(halophobous ; hb) ・ 不 定

性(indifferent ; ind) ・ 好 鹹性(halophilous ; hp) ・

中 鹹性(mesohalobous ; mh),  pH に つ いて は, 貞 酸性

(acidobiontic ; acb) ・ 好 酸性(acidophilous ; acp) ・

不 定性(indifferent ; ind) ・ 好 アルカリ性(alkaliphil-

ous ; alp) ・ 真 ア ルカ リ性(alkalibiontic ; alb), 流 れ

にう いて は, 真 止水 性(limnobiontic ; lb) ・ 好 止水 性

(11mnophilous ; lp) ・ 不 定 性(indifferent ; ind) ・ 好

流 水性(rheophilous ; rp) ・ 真 流水性(rheobiontic ;

rb) に区 分 し, 未 同 定 ま た は性 質 不 明 の 種 は す べて 不

明(unknown ; X) と し た. そ して, そ れ ぞ れ の出 現

状況 を百分 率で 表 した(Figs.6~8).

a) 塩 分 濃 度(Fig.6)

試 料1~3 で は, 0.5 パ ー ミ ル以 下 の 塩分 を少 し令 ん だ

水域に生息する好鹹性種がわずかに出現したが, 嫌鹹性

および不定性の淡水生種が97% 以.[lと圧倒的に優占した.

試料6では, 塩分濃度0.5~30 パーミルの水域に好 んで

生息する申鹹性種が36.7% 出現し, 堆積環境に海水 の影

響 が あ っ た こ と が示 さ れ る. 中 鹹 性 種 と し て,

Cyclotella  striata とCyclo びlla s防蝕7zm が多 く出現

した.- 方, 淡水生種も高い出現率を示した. 試料6 で

は, 未|司定の中心 囗珪藻(Plate 1,  no.4~6) が26.6%

と高い出現率を示した.

b) pH  (Fig 。7)

不定性種はpH7.0 付近で最もよく生息する.

試料i~3 では, 真アルカリ性種, 好 アルカリ性種およ

び不定性種で60% 以上を宀め, 堆積環境 のpH 条件 は全

体的にややアルカリ条件であったと推定される. しかし,

試料3では好酸性種の出現率がやや増加し, 試料1 と2 に

比べてやや酸性であったことが示される. これは試料3

におい'て, 湿地圉:モのEunotia 属が多 く出現したことに

よる.

試料6では, 貞アルカリ性種と奸 アルカリ性種で50%

以L を占めた.

c) 流れ(Fig.8)

Fig".6. Halobion  spectrum  of the diatoms.

Proportion  of taxa that are halophobous(hb),  indifferent

(ind), halophilous(hp), mesoha  1 obous(mh)  or  unknown

(X).

Fig.7. pH  spectrum  of the diatoms.

Proportion  of tax a that are acidbiontic(acb), acidphilous

(aep), indifferent(ind), alkaliphilous(alp), alkalibiontic

(alb) or  unknown(X).



Fig.8. Current  spectrum  of the diatoms.

Proportion  of  taxa  that are  limnobionticC  lb), limno-

philous(lp), indifferent(ind), rheophilous(rp), rheobion-

tic(rb), or  unknown(  X).

不定性種は湖沼などの止水域と河川などの流水域の両

方に生息する.

不定性 種と不明種を除 くと, 試 料1 と2 で は,

Cymbella 陌陌丿血ya var.  mi 叩onica,  Cym 加ZZα

回濕パcosa などの奸流水性種の出現率が最 も高く, 堆

積環境は流水環境であったと推定される. 一一一方, 試料3

では, 真.IL水性種と好止水性種で32.1% の出現率を示し,

副水環 境 の存 在が示 唆 さ れる. 止 水 性 種 と し て,

瓦£inotia pectinalis var. m 加『 が多く出現した.

試料6 では, 真止水性種と好止水性種で ほぼ50% を占

めた. 流水性種がほとんど出現しないことから, 堆積環

境 は止水域であったものと推定される. 止水性種として

Aulacoseira granulata  , Cyclote.Ua s £パ濕α,

Cyclotella  stylorum が多く出現した.

5. 花粉分析

1) 方法

露頭から採取された試料1~6 について花粉分析を行っ

た. 堆積物約3~5g について, 10% 水酸化 カリウム水溶

液処理………つ水洗- フッ化水素酸処理(20 分間) 一水洗 一一ア

セトリシス処理(3 分問) 一水洗 の順 に物理化学的処理

を行い, 残渣を グリセリンに封入して検鏡した. 木本花

粉の総数300 個を目安に同定・計数し, 木 本花粉 は末 本

花粉総数を, 草本花粉と胞子は花粉・胞子総数を, それ

ぞ扛圸数として各分類群の出現率を算出した.

2.) 結果

検出されたすべての花粉・胞子の個数をTable 4 に,

|{要な分類群の出現率をFig.9 に示す. また代表 的な花

粉をPlate 2 に示した. 主要な木 本花粉 の出現率の変 化

をもとに, ド位よりKW-1~ Ⅲの3つの局 地花粉化 石群

帯を設定した.

a)  KW- 卜潜( 試料6)

スギ科(Taxodiaceae) の目立 った産出によって特徴

づ け ら れ る. イチ イ 科 一 イ ヌ ガ ヤ 科- ヒ ノ キ 科

Fig.9. Main  pollen diagram  of the Kawanishi  Site.



Table  4. List  and  number  of pollen and  spores from  the Kawanishi  Site.



(Ta χaceae-Cephalotaχaceae-Cupressaceae) も高率で

産出する. コナラ属コナラ亜属CQuercus subgen ・

L 印㎡砧砿呪回), コナラ属アカガ シ亜属(Quercus

subgen. Cyclo 加加topsis), マツ属(Pinus) を随伴

する. サルズ リ゙属(Lager  st i"oemia)は試料6のみか

ら産出する. 花粉・胞子総数に占める草本花粉と胞子の

割合は低い. アリノトウグサ属(.Haloragis), フサモ

属(Myri 叩妙Hum) といった湿地から水域にかけての

要素が産出する. 藻類ではクンショウモ属(Pedia-

strum), 召酊ひococcus  brauniiが産出する.

b) KW-n 帯( 試料5, 4)

コナラ属コナラ亜属の高率の産出で特徴づけられる.

ブナ属(.Fagus), ハンノキ属(.AlnusX スギ科, コウ

ヤマキ属(.Sciadopit:ys),イチイ科一イヌガヤ科一一ヒノ

キ科, マツ属, モミ属(Abies), トウヒ属(.Picea),

ツガ属(Tsuga), カラマツ属( £『 汢』を随伴する. 花

粉・胞子総数に占める草本花粉の割合は高く, イネ科

(Gramineae), カヤツリグ`サ科(Cyperaceae) が高率

で産出する. ヨモギ属(Artemisia), その他のキク亜

科(Carduoideae)  , ガ マ属- ミク リ 属( 乃spha-

Sparganium), クンショウモ属を随伴する. 試料4では

モミ属, トウヒ属, ツガ属といった針葉樹花粉の割合が

若干増加し, ホシクサ属( £パocaulon), ミズユラ属

(.Isoetes)といった湿地の要素が産出する.

c)KW- Ⅲ帯( 試料3~1)

コナラ属アカガシ亜属の目立った産出によって特徴づ

けられる. シイ属(Cast  an叩sば), エノキ属- ムクノ

キ属(Celtis一八冫)九ana戒加) を伴う. 花粉・胞子総数に

占める草本花粉と胞子の割合は低い.

6. 大型植物化石

1) 方法

試料1~3 の堆積物を水に浸 し, 0.5mm メ ッシュの篩い

を用いて粘土~ 細砂を除いた後, 篩いに残された植物化

石や材化石を拾い上げた. 拾い上げた大型植物化石や材

化石は小圸:の水を加えたシャーレに移し, 絵筆を用いて

伴ム价した粘土やシルト, 細砂を取り除き, エチルアルコー

ル水溶液を入れたサンプル管 に数点ずつ入れて保管した.

大型植物化石は実体顕微鏡下で1点 ずつ 検鏡 し, 現生

植物やそれらのさく葉標本と比較しながら種あるいは属

の同定を行った. なお, 同定した植物化石標本は, 大と

自然の博物館に保管してある.

2) 結果

試料1~3 から産出した大型植物化石をTable 5 に, 代

表的な大型植物化石をPlate 3 に示す.

a.)試籵1

葉, 堅果が産出する. 葉はその形状, 特に鋸歯の特徴

や脈の走行, 裏の毛 の有り方からイチイガシ(Querci!IS

が/凹) と同定した. 堅果 は1個体のみで, 大部分の葉が

イ千イガシであることから, その堅果と推定される. イ

チイガシのほか, 落葉広葉樹の葉の破片がごく少数ある

が, 同定不目丿能であった.

b) 試料2

大型植物化イiの大部分は葉片で, 他に冬芽, 木片など

を含む. それらの大 半はイチイガシで, 他種の化石 はご

く少数であ る. 大型植物化石について は, 以下 の4 種が

同定さオ1だ.

イチイガシ(Quercus がIva  Blume)

葉, 堅果および殼斗が産出する卜 試料1 同様 に, 大部

分の人型植物化石がこのイチイガシの葉である. 堅果と

殼 斗には未熟なものが認められた.

モミ(Abies  firma Sieb. et Zucc.)

葉および毬果の鱗片が産出する. 葉およびその気孔条,

鱗片の形や人きさから同種と同定した.

カヤ(7 ・orreya ・7『 びera (L.)  Sieb. et Zucc.)

葉のみがわずかに含まれる. 葉の形状, その気孔条か

ら同定した.

ヒ ノキCChamaecypa パs obtusa  (Sieb.  et Zucc.)

Endl.)

わずかに葉片をつけた枝葉が1個体あり, その形 状か

ら同種と同定した.

以上 の4種のほか, 葉の‥-・-剖iカ{少数産す る. これらは

その形状や鋸歯の有り方などから, シラカシ(Querc 乙£s

myrsina がolicd およびナナ ミノキ( 刀a chinensis)

と推定さオ1る. また, 同定不能な落葉広葉樹の葉片と思

われるものが少数含まれる.

c厂試料3

人型植物化石 の大部分がイチイガシの葉( ほとんどが

葉片) であったが, 他の落葉広葉樹の葉片 も数% 近く含

まれる. 同定不能な直径1~2mm の種子 が3 種類ほど含ま

Table  5. List of  plant macrofossils  identified from

Kawanishi  Site.

Cs.'cone scale; Cuicupule;  Llleaf;  E'.endocarp; Nlnut; Mflmale  flower;

c:very  rich; CKrich;  Atrare;  X'.only  one  fragment.



れる. 裸子植物( モミ, カヤ, ヒノキ) の葉片もごくわ

ずかに混入する厂以下に, 裸子植物を除き, 同定された

4種について述べる.

イチイガシ(Quercus がIva Blume)

葉, 堅果, 殼斗および雄花序が産出する. 雄花序はそ

の花被片が多く残っている.

オニグルミCJuglans mandsh 『 加a Maxim,  var.

sachalinensis (Miyabe et Kudo)  Kitamura)

内果皮の遺体であり, その大きさ, 形状から同種と同

定した.

Quercus sp・

葉裏の絹毛の有り方やとがった鋸歯があることなどか

ら, コナラ属と思われる.

Celt is sp・

葉片がわずかに鋸歯を残す程度の遺体であるため断定

はできないが, エノキ(Celtis sinensis var. japon 一

加α)によく似る.

7. 木材化石

1) 方法

試料2の堆積物中から出土した木材化石の標本を, 樹

種同定の対象とした. 標本はいずれも直径10cm以上あり,

最大のものは直径80cm( サンプルD1-003886) であった.

木材化石の標本は, カミソリによる徒手切片法とミク

ロトームによる切片作製法により横断面, 接線断面, 放

射断面の三方向の薄片を作り, ガムクロラール( 抱水ク

ロラール50g, アラビアゴム粉末40g, グリセリン20 ml ,

蒸留水50 mlの混合物) で封入して作成した. これらの標

本を光学顕微鏡によって観察し, 現生樹木の木材標本と

比較して同定した. 同定に用いた標本はすべて大と自然

の博物館に保管されている.

2) 結果

出土した木材化石11点から認められた樹種は5種であ

る. 以下に同定された樹種の同定の根拠を示し, また,

それぞれの代表的な標本の顕微鏡写真をPlate 4 に示し

た.

アカガシ亜属(Quercus subgen. Cyclobalanopsis)

サ ンプ ル:Dl-003886,  Dl-003887, Dl-003888,

Dl-003889, D1-003890, Dl-003893,

D1-003895

顕微鏡写真:Plate 4, no.l  (Dl-003886)

申一大型( 直径約100~250μm) で丸い管孔が放射方

向に配列する放射孔材. 管孔は単独で壁が厚く, 直径は

年輪内でほとんど変化しない. 道管は周囲状仮道管によっ

て取り囲まれ, 穿孔は饋一一で, 内部にチローシスが見ら

れる. 木部柔組織は多量で, 短接線状または1~3列の独

立帯状. 放射組織は同性で単列のものと人きな複合状

(集合状) のものがある. 道管放射組織問の壁孔は長い

楕円形のものが柵状に並ぶ. 木部柔組織および複合放射

組織に凵£しば結晶細胞が認められる. 以上によりブナ

科コナラ属のうち常緑のカシ類, すなわちアカガシ亜属

の材と同定した. 常緑のカシ類は互いによく似た材構造

を持っているので, 材構造で種を特定することは困難で

ある.

ケヤキ(Zelko む・a serrata (Thunb.) Makino)

サ ン プ ル:D1-003892

顕微鏡写真:Plate 4, no.2

大型( 直径約200~350μm) の管孔が単独で年輪のは

じめに1~2列で.並び, 晩材部では小型の管孔が多数集合

して接線方向にっらなる環孔材. 道管の穿孔は単一一で,

小道管の内壁にはらせん肥厚がある. 木部柔組織は周囲

柔組織. 放射紅I織は同性に近い異性型で, しば凵f 上下

端に大型の結晶細胞を持つ. 以上によりニレ科ケヤ牛の

材と同定した.

ツバ牛属{Camellia)

サ ン プ ル:Dl-003891

顕微鏡写真:Plate 4, no.3

角張った小道管( 直径約40~70μm) がほぼ単独で,

年輪の初めから次第に直径を減じながら散在する散孔材.

道管の穿孔は階段状( 棍棒は10~20). 放射組織は異性

型で1~3細胞帖S.単列の直立細胞にはしばしば大型で結

晶を含むものがある. 道管放射組織間の壁孔は階段状.

以[・に ょり, ツバ半抖ツバ半属の材と考えられるが, 材

料の状態が悪いため種の特定はせずツバ半属としておく.

トチノキ(.Aesculus  turbinata Blume)

サ ン プ ル:Dl-003894

顕微鏡'弓貞:Plate 4, no.4

小丿貿の道管( 直径約40~70μm) が単独あるいは放射

方向に2~3個複合して, ややまばらに散在する散孔材.

道竹の穿孔は単 ‥で 壁孔は小さく, 交互状. 放射組織は

同性で単列のみからなる. 放射組織はやや層階状に配列

し, 道管放射組織問壁孔はやや間隔を空けて交互状に配

列する. 以 凵こより, トチノキ科トチノキの材と同定し

た.

ティカカズラ(Trachelospermum  asiaぴcum  (Sieb. et

Zuccミ) Nakai)

サ ンプ ル:Dl-003896

顕微鏡り真:Plate 4, no 。5

巾一小丿型G 白ミ径約50~230μm) で厚壁の丸い道管が

ほぼ単独で散イTし, やや放射方向に連なって配列する.

道管状仮道・管と木部柔組織が周囲状に分布する. 道管の

穿孔は単-, 壁孔は交互状. 放射組織は異吐型. 単列組

織, および5~15 細胞幅の多列組織からなる. 多列部で

は外側の細胞がやや大きく, 不完全なさや状になる. 以

上により, 半ヨウテクトウ科テイカカズラの材と同定し

た.



8. 昆虫化石

1) 方法

試料1~4について, ブロック割り法および篩い分け法

(宮武, 1993) による昆虫化石の検出を行った. 丁順は

以下の通りである.

a) 一辺10cm程度のブロック状サンプルを層理面に平行

に手で細かく割り, 断面に現れた昆虫化石を抽出する.

b) 昆虫化石を抽出した後のサンプル適ノ扇:をバットに入

れ, 十分量の水道水を加えて手でほぐす.

c) ほぐしたサンプルを寒冷紗( 囗の粗い布) に通し,

粘上やシルト分を除去する.

d) サンプルを再びバットに移して十分量の水道水を加

えてよく撹拌し, 比重の大きい砂礫分を残して寒冷紗で

回収する.

e) 得られた昆虫化石と植物化石の集積物を実体顕微鏡

で検鏡し, 昆虫化石を集積物から抽出して70% エチルア

ルコール中に保存する.

種の同定は, 兵庫県立人と自然の博物館に収蔵されて

Table  6. List  of insect fossils obtained  from  the Kawanishi  Site.

Abbreviations: Ab,abdomen;  An,antenna;  E,elytron; 11, head; L/leg; M,  mandible; T,thorax.



いる現生標本との比較により行った.

2) 結果および考察

試料1~3からは合計374点の昆虫化石が検出されたが,

試料4からは昆虫化石は検出されなかった. 各試料ごと

の産出化石をTable 6 に, 代表的な昆虫化石をPlate 5

に示した.

検出された昆虫化石の種構成は試料1~3ともよく似て

おり, いずれも水生甲虫類がきわめて少ないのが特徴で

ある. 同様な年代の堆積物を含む愛知県朝日遺跡( 縄文

時代中期~古墳時代, 森ほか, 1992), 静岡県池ヶ谷遺

跡( 縄文時代晩期~古墳時代初頭, 森ほか, 1993) など

と比較すると, コガネムシ科(Scarabaeidae) やゾウ

ムシ科(Curculionidae) など食植性昆虫の種構成は同

一であるが, これらの遺跡で豊富に出土しているネクィ

ハムシ類を欠き, ゲンゴロウ類もヒメゲンゴロウ属

(尺九ant us)が1点出土したのみであった. 出土した昆虫

の生態的特性と, 種構成から考えられる古環境を以下に

述べる.

a) 試料1

コガネムシ(.Mimela  splendens) やクロコガネ属

(Holotrichia), サクラコガネ属(.Anomala) が共に生

息する環境は, 河川敷や畑地などのオープンスペースで

ある. いずれもヤナギなどの樹木や各種草本の葉を食う.

アオカナブン(.Rhomb 『rhina  unic砿元』はヤナギや

カシ類の樹液を訪れ, 幼虫は腐葉土を食う. ヨツモンコ

ミズギワゴミムシCTachyura  laetifica)は, 河川をは

じめとする水際に普通に生息している. スネアカヒゲナ

ガソウムシ(λぱoひ叩fs ぷ畄 何回ndd) はクズやフジ

などの枯れ蔓につく.

b) 試料2

ドウガネブイブイ(.Anomala  cuprea) は畑地や河川

敷に生息し, 広葉樹の葉を食う. ヒゲナガルリマルノミ

ハムシ(.Hemipyxis バaがoderoicかs) は, ムラサキシ

キブや ヤブ ムラサ牛 につ く. ホソエ ンマ ムシ科

(Niponiidae) は, キクイムシなど材に穿孔する昆虫を

補食する. イネソウムシ(.Echinocnemus squam ・eびs)

はイネの害虫で, 成虫は葉を, 幼虫は根を食害する.

c) 試料3

マメコガネ 仔)叩illia japo油分), コガネムシは共に

河川敷や畑地などのオープンスペースに生息し, 各種広

葉樹や双子葉植物の葉を 食 害す る. スジ コガ ネ

(.Mimela testaceipes)は針葉樹の葉を好む. コナライ

クビチョッキリ(D 印oraus  unicolor) は, カシ類の葉

につく. アオカナブンはヤナギ類やカシ類の樹液を訪れ

る. マイマイカブリ(.Damaster  blaptoicかs) は草地

や樹林地の地表に生息し, チビヒョウタンソウムシ

(.Myosides seパehispius)は落葉中に生息する. 試料2

と同様イネソウムシ, ホソエンマムシ科が出土している.

ヒメゲ ンゴロウ属は淡水域に住み, 湿地から池, 緩い流

れ に 至 る ま で 分 布 が 広 い. エ ン マ コ ガ ネ 属

(0 濕九叩 加g 回) は獣糞や腐肉を食う.

以上のことから, Ⅲ・IV 層堆積時の川西サイト周辺の

環境 は, 草地と河畔林を基調とした植生が卓越するオー

プンスペースが主体であり, 水辺があることも考慮する

と河川の氾濫原であったと考えることが妥当であ る.

考     察

1. 堆積物の時代と対比

D I 層

I 層を構成する青灰色粘土層は, イオウ分析や珪藻分

析の結果から, 汽水成の粘土層であると推定される. し

かも本層は, その固結度が上位層に比べて明らかに大き

いことから, Mal2 層以下 の海成粘土層に対比されると

みられる.

伊丹粘土層(Mal2 層) の花粉組成は, コナラ属アカ

ガシ亜属およびコナラ亜属, あるいはサルスベリ属が優

占し(Huzita and Maeda, 1971 ; 古谷, 1978), スギ

科が優占するKW 」 帯の花粉組成とは明らかに異 なる.

また, 伊丹粘土層の珪藻遺骸群集とI 層のそれとでは構

成 種 が か な り 異 な る. 例 え ば, 伊 丹 粘 土 層 で は

Melosira  sulcata が優占的に出現 したが(Huzita and

Maeda,  1971),  I 層では木種が全く認められなかった.

堆積環境が違えば群集構成 も異なるので容易に判断 はで

きないが, 花粉組成や珪藻の構成種からみると, 本層が

伊丹粘土層に対比される可能性はかなり低い.

ところで, 水野・吉川(1991) によれば, 八田火山灰

層はNg 亅 火山灰層( 近藤, 1985) に対比される. また,

Ng-1 火山灰層とそれに対比可能なテフ ラの年 代は約0.3

Ma で, すべて酸素同位体比変動の ステージ9 に相当 す

る海進( 温暖) 期のピークの少し後にその層準があると

いう( 吉川 ほか, 1991 ; 水野・吉川, 1991). 大阪府泉

北地域では, 八田火山灰層 は大阪層群MalO 層の約2m 上

位に挟まれ( 吉川, 1973), 八田火山灰層 の下位 の和田

火山灰層からは0.34±0.09m.y.( 市原ほか, 1984 ; 鈴木,

1988) のF.T. 年代値が得られている. こうしてみると,

八田火山灰層はステージ9に相当する海進期の直後 の約3

0万年 前に降下 したテフラで, 大阪平野のMalO 層を対

比する際の重要な鉋層であるといえる.

I 層上部に挟まれる白色細粒軽石層は, 八田火山灰層

に対比された. したがって,I 層を構成する汽水成粘土

層 はMalO 海成粘土層に対比され, その堆 積年代 は約30

万年前であると推定される.

2)H 層

H 層の堆積年代を直接示す資料は得られなかった. し

かしながら, 本層は約6,300 年 前に降下 したアカホヤテ



フラ起源の火山ガラスや重鉱物を含まず, その降ド,」り」前

に堆積したと考えられる. 本層準に相肖するKW-n 帯

(試料4, 5) の花粉組成では, コナラ属コナテ亜属力蜴(

越し, コウヤマキ属やマツ属, スギ科などの針葉樹がこ

れに次ぎ, ブナ属やシイ属がともなう. このような花粉

組成は, 大阪平野地下の完新統下部の花粉化石群(F1 ・

F2花粉化石亜帯, 古谷, 1979) に……・致することから,

H 層はアカホヤテフラ降下以前の完新||脯丿期に堆積した

と推定される. このためI 層とH 層との間に, 約30ヵ年

に及ぶ時間間隙があると考えられる.

3) Ⅲ~V 層

Ⅲ層の上部に含まれる材化石のAMS-14C 年代値は

2,190±70yrs BP であり, その中部の砂~粘ll削( 試料

3) には, アカホヤテフラの:二次堆積物が含まオ1る. し

たがって, Ⅲ層は約6,300年前以降, 約2,200年前までに,

IV層およびその上位のV 層は約2,200年前以降に, それ

ぞれ堆積したと推定される.

2. 堆積環境

堆積環境の推定は, 土として珪藻分析の結果に基づき,

イオウや花粉などの各種の分析は補足的に用いた.I~

IVの各層の堆積環境は以下のとおりである.

D I 層( 試料6)

堆積物のイオウ含有量と珪藻遺骸群集の塩分濃度に対

する生態区分組成からに堆積環境に海水の影響があった

と推定される. 好アルカリ性種の増加もまた, 海水の影

響を反映したものと考えられる. しかしながら, 珪藻遺

骸群集中には淡水生種も多く出現することから, 堆積環

境は淡水と海水の混合する汽水域であったと推定される.

さらに, 流れに対する生態区分組成から, 堆積環境は

明らかに止水域であったことが示された. このことは,

本層が均質な粘土から構成されることとよく調和し, 川

積は比較的深い水域でゆっくりと進行したものと考えら

れる. これらのことから,1 層の堆積環境は潟湖と推定

される.

2)H 層( 試料4, 5)

本層[棚こは珪藻殼が含有されなかったため, 珪藻分析

からは堆積環境に関する情報を得られなかった. しかし,

堆積物のイオウ含有量が0.03% と非常に少なかったこと

から, 堆積物は淡水成もしくは陸成ど判断される. さら

にシルト質堆積物を含むことや, 花粉分析においてホシ

クサ属, ミズエラ属といった湿地の要素が認められたこ

とから, 河川の後背湿地的な氾濫原における堆積が示唆

される.

3) Ⅲ層( 試料2, 3)

珪藻遺骸群集の塩分濃度に対する生態区分組成および

イオウ分析結果から, 木層は明らかに淡水成と判断され

る.

Ⅲ屑は砂礫質の粗粒堆積物を主体として構成され, 部

分的にシルト~粘上質の細粒堆積物が挟在する. 珪藻遺

骸群集の流れに対する生態区分組成から, 粗粒堆積物の

川積は流水環境であったことが示され, 一方, 細粒堆積

物では[匚水環境の存在が示唆された. 細粒堆積物では,

pH に対する生態レく分においてもやや好酸性種が増加し

た. これは湿地性のEunotia 属が増加したことによる.

すなわち厂Ⅲ削の堆積は, 基本的に河川( 流路) におい

て進行したが, そこではしばしば滞水して湿地化してい

たことが考えられる.

4)IV 屑( 試料1/)

IV屑の最卜部はシルト~粘土質の細粒堆積物から構成

される. 珪藻遺骸群集の流れに対する生態区分組成から,

本川の最ド部はⅢ層と同様に河川成で, かつ流路に比較

的近い場所で堆積したものと推定される.

3. 古植生

花粉化石は6試料すべてについて分析が行われている

ため, 花粉化石に基づいて設定された局地花粉化石群帯

ごとに古植生の復元を行う. KW-  I帯,H 帯は花粉化

石のみから, KW- Ⅲ帯は花粉, 木材, 大型植物化石の

同定結果から, それぞれ占植生を復元する.

D KW-I 帯( 試料6)

花粉化石から推定すると, スギ科を]Lとしイチイ科一

イヌガヤ科一ヒノキ科, コナラ属コナデ亜属, コナラ属

アカガシ唖属, マツ属を伴う温帯性の森林が形成されて

いた. 試料6が堆積した年代はテフラの対比から約30万

年前と考えられるので, ここで見られるスギ科はスギ

(C びぴomeria  japo疝痛) であると推定される. 試料6

は潟湖の堆積物であるので, このスギを主とする森林が

形成されていたのは, 堆積域北方の北摂山地域であろう.

-方, 俵本ではアリノトウグサ属, フサモ属などの沼沢

地性の要素や, 淡水生の藻類であるクンショウモ属,

召oげ,yoc・ccus bra田辺 が見られる. これらは潟湖尉辺

の湿地に生育していたものと考えられる.

2厂KW 亅 帯( 試料4, 5)

花粉化石から推定すると, コナラ属コナラ亜属を主と

しブナ属, ハンノキ属を伴う冷温帯落葉広葉樹林が形成

されていた. この森林は, さらにスギ, コウヤマキ, イ

チイ科- イヌガヤ科一ヒノ牛科, マツ属, モミ属, トウ

ヒ図, ツガ属, カラマツ属といった針葉樹を交えていた.

エノ判爵- ムクノキ属はまだほとんどない. 試料4では

スギ, ブ刋函が減少し, モミ属, トウヒ属, ツガ属が増

加することから, より寒冷であったと推定される. 堆積

域近傍ではイネ科, カヤツリグサ科, ヨモギ属, キク亜

科といったりミ本が多く見られ, ガマ属- ミクリ属, ホシ

クサ属やミズユラ属の生える湿地が形成されていた.

3)KW- Ⅲ帯( 試料1~3)



Fig.10. Ages  of the deposits at the Kawanishi  Site with the inferred paleovegetation and  the sedimentary  environment.

Han:Handa  volcanic ash, K-Ah:Kikai-Akahoya  tephra.

花粉化石から推定すると, コナラ属アカガシ亜属を主

としシイ属, エノ牛属- ムクノキ属を伴う照葉樹林が形

成されていた. 木材化石でも, コナラ属アカガシ亜属は,

同定された11点のうち7点と高い割合を占める. 大型植

物化石の大部分がイチイガシの葉片であることから, 花

粉, 木材でみられるコナラ属アカガシ亜属の多くはイチ

イガシであり, 上記の照葉樹林はイチイガシを主とする

林であったと考えられる. 木材化石からはツバ牛属, テ

イカカズラも産出しており, これらの樹木を混じえた林

が推定される. 大型植物化石には, このほかにモミ, カ

ヤ, ヒノ牛といった針葉樹がわずかながらみられ, 木材

化石としてケヤ牛とトチノキが産出した. これらの樹木

は, 川西サイト上流域の北摂山地に生育していた可能性

が高いと考えられる.

ま   と   め

本研究では, 川西市花屋敷のマンションエ事現場の露

頭( 川西サイト) において出土した木材化石のAMS-14C

年代を報告した. また木材化石出土地点に露出する地層

について, テフラ分析, イオウ分析, 珪藻分析および花

粉分析を行い, 大型植物化石, 木材化石, 昆虫化石の同

定を行った. これらの結果から, 本地点に露出する地層

の堆積年代, 堆積環境および地層堆積期における古植生

を推定した(Fig-. 10).結果は以下のようにまとめられ

る.

1) 出土した大型木材化石のAMS-14C 年代 は2,190±70

yrs BP (WRI-86,  NUTA  ―2944) であった.

2) 木材化石出土地点に露出する地層は, 下位よりI~

V の5 層に区分される.I 層は, 大阪層群MalO 海成粘

土層に対比される汽水成粘土層で, 約30万年前に堆積し

た.H~V 層は完新統である.H 層は完新世初期に, Ⅲ

層は約6,300年前より後, 約2,200年前以前に,IV ・V 層

は約2,200年前以降に, それぞれ堆積した河成堆積物で

ある.

3)I 層とH 層との間には約30万年という, 大きな時間

間隙が存在する.

4) イオウと珪藻の分析結果から, 各層の堆積環境は.

I 層が潟湖,H 層が河川の後背湿地的な氾濫原, Ⅲ・IV

層が自然堤防に囲まれた河川の氾濫原と, それぞれ推定

された.

5) 花粉分析の結果から3つの局地花粉化石群帯が設定さ

れ, 大型植物化石や木材化石の同定結果も加えて, それ

ぞれの古植生が以下のように復元された.

KW-I 帯(I 層堆積期): スギを主とする温帯性の森

林.

KW 亅 帯(H 層堆積期): コナラ属コナラ亜属を主と

し, ブナ属をともなう冷温帯落葉広葉樹林.

KW- Ⅲ帯( Ⅲ層中部~IV層下部堆積期): イチイガシ

を主とする照葉樹林.



6) 昆虫化石の分析結果から, KW- Ⅲ帯における本地点

周辺の環境は, 草地と河畔林を基調とする植生が卓越す

るオープン・スペースであり, 水辺も存在したことが推

定された.
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Plate 1. Diatoms.
no. 1 . Cyclotella stylorum Brightwell
2 . Cyclotella striata (Kiitzing) Grunow
3 . Stephanodiscus astraea (Ehrenberg) Grunow  var.
minutulus (Kiitzing) Grunow
4 . an unidentified taxon
5 .
6 .
7 . Aulacoseira distans (Ehrenberg) Simonsen

8. "
9 . Aulacoseira granulata (Ehrenberg) Simonsen
10.

11. Fragilaria capucina  Desmazieres  var. vaucheriae

(Kiitzing) Lange-Bertalot

12. Eunotia pectinalis (Dillwyn)  Rabenhorst  var. mi-

nor  (Kiitzing) Rabenhorst

13. Cocconeis placentula Ehrenberg

14. Cymbella  tumida  (de Brebisson) Van  Heurck

15. Cymbella  turgidula Grunow

16. Cymbella  ventricosa Kiitzing

17. Gomphonema  clevei Fricke

18. Gomphonema  gracile Ehrenberg

19. Navicula rhynchocephala  Kiitzing

20. Pinnularia microstauron  (Ehrenberg)  Cleve



Plate 2. Photomicrographs  of the pollen grains from  the Kawanishi  Site.

All magnification: X1000. ( ; )=  Sample  number  and  the number  of the single-

grain pollen preparate.

no. 1 . Taxaceae-Cephalotaxaceae-Cupressaceae  (sample  no.6; KHFP-392)

2 . Taxodiaceae  (sample  no.6; KHFP-387)

3 . Sciadopitys (sample  no.3; KHFP-344)

4 . Quercus  subgen. Lepidobalanus  (sample  no.3; KHFP-347)

5 . Quercus  subgen. Cyclobalanopsis  (sample  no.l; KHFP-414)

6 . Quercus  subgen. Cyclobalanopsis  (sample  no.l; KHFP-414)

7 . Castanopsis  (sample  no.2; KHFP-362)

8 . Lagerstoroemia  (sample  no.6; KHFP-379)



Plate 3. Plant macrofossils.
( ; )=Sample  number  and registration number  at the
Museum  of Nature and Human  Activities, Hyogo.
no. 1 . Quercus gilva Blume,  leaves (sample  no.l;Dl-
003989)
2 . Quercus gilva Blume, unripe nuts with cupules
(sample no.3;Dl-004023)
3 . Quercus gilva Blume, nut (sample no.3;Dl-004023)
4 . Quercus gilva Blume, cupules (sample no.3;Dl-
004023)
5 . Quercus gilva Blume, male flower (sample no.3;
D1-004033)
6 . Quercus gilva Blume, part of male flower (sample
no.3;Dl-004033)
7 . Quercus gilva Blume, part of male flower (sample
no.3;Dl-004033)

8. Torreya  nucifera (L.) Sieb. et Zucc., leaf (sample

no.2;Dl-004008)

9 . Chamaecyparis  obtusa  (Sieb. et Zuc.) Endl., leaf

(sample  no.2;Dl-004009)

10. Abies firma  Sieb. et Zucc., leaf (sample  no.2;Dl-

004006)

11. Abies firma  Sieb. et  Zucc., cone  scale (sample

no.2;Dl-004002)

12. Abies firma  Sieb. et  Zucc., cone  scale (sample

no.2;Dl-004002)

13. Juglans mandshurica  Maxim,  var. sachalinensis

(Miyabe  et Kudo)  Kitamura,  endocarp  (no.3;Dl-

004021)

14. Juglans mandshurica  Maxim,  var. sachalinensis

(Miyabe  et Kudo)  Kitamura,  endocarp  (no.3;Dl-

004021)

scales: 1mm  for no.6 and  no.7, 5mm  for others.





Plate 4. Fossil wood.
no. 1 . Quercus subgen. Cyclobalanopsis (Dl-003886)
2 . Zelkoua serrata (Thunb.) Makino  (Dl-003892)
3 . Camellia (Dl-003891)
4 . Aesculus turbinata Blume (Dl-003894)
5 . Trachelospermum asiaticum (Sieb. et Zucc.) Nakai (Dl-003896)
a : Cross section (x40) b: Tangential section (xlOO)
c : Radial section (xl50)



Plate 5. Fossil insects

no.l. Damaster  blaptoides, 5th segment  of left hind tarsus (Dl-004221)

2. Tachyura  laetifica, right elytron (D1 -004186)

3. Tachyura  laetifica, right elytron (Dl-004207)

4. Rhomborrhina  unicolor, metasternum  (Dl-004229)

5. Anomala  cuprea, right metacoxa  (Dl-004212)

6. Mimela  splendens, clypeus (Dl-004230)

7. Mimela  splendens, abdominal  tergites and  pygidium  (Dl-004195)

8. Mimela  testaceipes, left fore tibia (D1 -004231)

9. Popillia japonica, pronotum  (Dl-004232)

10. Hemipyxis  plagioderoides, right elytron (D1-004216)

11. Autotropis distinguenda, head  (Dl-004203)

12. Deporaus  unicolor, head  (Dl-004238)

13. Echinocnemus  squameus,  right mid  femur  and tibia (Dl-004217)

14. Echinocnemus  squameus,  right mid  femur  and tibia (Dl-004239)

15. Myosides seriehispidus, head  (Dl-004240)

scales: 1mm.




